
 

 

 

 

 

 

 

‐令和４年度湖西市予算概要‐  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  湖西市フォトコンテスト 2021 入賞作品「漕ぎ出せ夏空」 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わかりやすい予算書について 
 

 市民の皆さんには、日頃から湖西市のまちづくりに対して深いご理解とご協力

をいただき、厚くお礼申し上げます。 

 湖西市の財布の状況（予算）を理解していただけるように、Q&A方式で、でき

る限りわかりやすい表現とするよう心掛け、「わかりやすい予算書」を作成しまし

た。 

 

令和 4年度予算は、引き続き、新型コロナウイルスの感染拡大防止の徹底を図

りながら、ポストコロナを見据え、社会経済活動の両立を図るため、更なる『職

住近接』による持続可能な発展に向け、『１．安全・安心、医療、福祉』『２．結

婚、出産、子育て、教育』『３．産業』『４．交流』の４本の柱に加え、横断的施

策として「カーボンニュートラルやＤＸの推進」を着実に推進します。 

 さらに、中長期の施策である「モノづくり人材育成・産業ネットワークの構築」

と「土地利活用の推進」も並行して進めます。 

 重点施策として、子どもを安心して生み、子育てできる環境づくりを推進する

ため、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を積極的に実施します。 

 また、湖西市の屋台骨であるモノづくり産業の発展、その礎となる人づくりに

向け、20年後、50年後の未来の湖西を見据え、市制50周年を機に新たに「佐

吉の郷・スタートアップ支援事業」を創設し、第2の佐吉を目指す人材の育成や

企業の支援に取り組んでいきます。ぜひご一読ください。 

                        令和 4年 4月 
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Ｑ.「予算」から 

何がわかるの？ 

 
Ａ.市民の皆さんに納めていただいた税金が、何に使われ

るのかがわかります。 

歳 入 
＝１年間の湖西市の

収入の見積もり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

税金はどれくら

い見込める？ 

国や県からの

補助金は？ 

歳 出 
＝１年間の湖西市

の支出の見積もり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんなこと

に使う？ 

 

基 金 
 ＝ 貯 金 

市 債 
 ＝ 借 金 

貯金は、いくら

くらいあるの？ 

何に使う？ 

借金は、少ないほ

うが良い？ 

金利の安い時に借

りたほうがよい？ 

「
ひ
と
・
自
然
・
業(

わ
ざ)

」
が
つ
な
が
り 
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来
へ
続
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どんな事業

をやる？ 

湖西市 
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Ｑ.「予算」は 

どうやって決まるの？ 

 
Ａ.市長は前の年の夏ごろから予算案の検討を始め、新し

い年度が始まる前の３月議会に予算案を提出します。

予算は、市民の代表である議会の議決により成立しま

す。 

来 年 度 の

税 収 見 込

みは？ 

予
算
編
成
基
本
方
針
の
決
定 

社会経済情勢

はどうか？ 実施計画はどう

なっている？ 

予
算
案
を
議
会
に
提
出 

予 

算 

成 

立 

新
年
度 

事
業
開
始
・
予
算
執
行 

予算の調製 

予算審議 

・予算特別委員会 

・常任委員会 

予算要求書の作成（各課） 

（どんな仕事をやるのか決めて 

予算の見積もりをします。）    

  ↓ 

予算の査定作業（財政担当課） 

（歳入に見合った歳出となるよう 

調整をします。） 

  ↓ 

市長査定（予算案の作成） 

来年度は○○事業に

力を入れよう！ 

Ｑ.補正予算って何？ 

Ａ.３月に提出する予算案（当初予算）は、

新年度１年間に実施する事業の経費や財源

を見積もった予算です。 

予算提出時には想定できなかった国の 

制度改正や、不測の事態などが年度の途中

で生じた場合に、年度の途中で改めて追加

の予算案を調製し、議会に予算案を提出し

ます。これを補正予算といいます。 

△△事業は、やり方

を見直そう！ 

選択と集中 

 
効果・サービ

ス向上する

ような事業

内容に！ 

コスト削減 

 

 

予算が成立するまでの流れ 
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Ｑ.令和４年度の「予算」

はどうなっているの？ 

Ａ.予算の総額は、 

  億 万円 439 3,992
 

一般会計は、 

 億 万円 248 8,000

特別会計は、 

 億 万円 106 5,666
 

企業会計は、 

  億  万円 84 326
 

一般会計とは？ 

 通常、市の行政サービスは一つの大きな財布

で経理を行っています。この会計を「一般会計」

といいます。 

 市税、国や県からの補助金・交付金、手数料

などの収入が使われます。 

特別会計とは？ 

 特定の目的を持った事業を行う場合や、介護保険

料のような特定の収入をもって、事業を行う場合

に、一般会計と収支を分けて経理する会計です。 

 湖西市には、 

 ・国民健康保険事業特別会計 55 億 3,500 万円 

 ・介護保険事業特別会計   43 億 1,666 万円 

 ・後期高齢者医療事業特別会計 8 億  500 万円 

 があります。 

 

企業会計とは？ 

 特別会計の内、地方公営企業法を適用し、民間と似た

経理を行っているものを「企業会計」といいます。 

 湖西市には、 

 ・公共下水道事業会計   26 億 5,994 万円 

 ・水道事業会計      18 億 9,682 万円 

 ・病院事業会計      38 億 4,650 万円 

があります。 
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市民の皆さんが納める税金が半分近く（42.6％）を占めています。 

企業業績にコロナ禍からの回復が見られることから、前年度と比較す

ると3.6％（約3.7 億円）の増となっています。 

国庫支出金43.4％（約13.6 億円）の増、市債115.6％（約12.2

億円）の増については、ごみ焼却施設の再稼働事業に伴い増となって

います。また、普通交付税については、財政力指数が１を超えること

を見込み、不交付としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜一般会計・歳入＞＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ.湖西市の令和４年度の

「歳入（収入）」には何

があるの？ 

Ａ.主な収入は、皆さんからお預かりする市の税金です！

このほか、国や県からの補助金や手数料、借入金など

があります。 

国から配分される地方

譲与税、交付金など 

令和４年度 

収入の特徴 

  
歳 入 

248.8億円 

延滞金、預金利子、雑入、分担金、
負担金、財産収入など 

ふるさと納税寄附金など 
使用料・手数料 

市民の皆さんに

納めていただい

た税金 

国から一定のルールで

配分されるお金 
国や金融機関等から

借り入れた借金 
国から配分される地

方消費税 2.2％ 

県から使いみ

ちを決められ

て交付される

補助金 

国から使いみ

ちを決められ

て交付される

補助金 

積立金の取崩し

や特別会計から

の収入 
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Ｑ.「市税収入」は 

どのくらいあるの？ 

Ａ.皆さんからお預かりする市の税金の合計額は、 

106 億 60 万円 です。  

市内の会社

（法人）の収

益などに応じ

て課税されま

す。 

個人の所得

などに応じ

て課税され

ます。 

市内に土地・

建物・償却資

産を持ってい

る人に課税さ

れます。 

軽自動車を持っ

ている人に課税

されます。 

たばこの購入に対し

て課税されます。 市街化区域

内の土地・

建物を持っ

ている人に

課税されま

す。 

新型コロナウイルス感染症の影響

により落込んだ令和３年度と比較し、

企業収益等の回復を見込み、個人市民

税は、0.2％の増、法人市民税は、

16.6％の増となりました。 

また、固定資産税については、家屋

について新築家屋の増加を見込み

4.7％の増となりました。 

これらのことから、市税全体では、

前年度と比較して3.6％の増となりま

した。 

  
市 税 

106億円 
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＜＜一般会計・歳出（目的別）＞＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳出を使う目的別
．．．

に整理すると 

Ａ.持続可能な発展のために、「安全・安心、医療、福祉」、

「結婚、出産、子育て、教育」、「産業」、「交流」など

幅広い事業に使われます。 

Ｑ.税金などの収入は 

何に使うの？ 

 

「どんな目的に使われるお金

か？」という視点で 

分類しています。 

議会の運営など

に使われる費用 

ごみ処理、環境、

保健衛生などに使

われる費用 

道路や公園などの

維持管理、土地区画 

整理事業などに使

われる費用 

市庁舎の管

理、市民協

働などに使

われる費用 

市の借金

の返済に

使う費用 

農業の活性化などに使

われる費用 

福祉や児童など

に使われる費用 

 

歳 出 
248.8 億円 幼・小・中

学校、生涯

学 習 な ど

に 使 わ れ

る費用 

中小企業の支援や

観光などに使われ

る費用 

消防活動や防災

対策などに 

使われる費用 
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＜＜一般会計・歳出（性質別）＞＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

義務的経費と消費的経費を合わせて「経常的経費」といいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

義務的経費 

 義務的経費とは、職員の給与などの「人件

費」、生活保護費などの「扶助費」、借金の  

返済である「公債費」のことで、毎年必ず  

支出しなければならない費用です。 

消費的経費 

 消費的経費とは、光熱水費などの「物件

費」、施設の修繕などの「維持補修費」、団体

への補助金などの「補助費等」のことで、  

後年度に形を残さない性質の費用です。 

投資的経費 

 投資的経費とは、公共施設の建設、道路や

公園の整備・建設など将来世代に渡り使用 

するような施設・都市基盤整備にかかる費用

のことです。（普通建設事業費） 

その他の経費 

 その他の経費とは、貯金（基金）への積立

や特別会計への繰出金などの費用です。 

歳出を使う性質別
．．．

に整理すると 
職員給与や消耗品費など、「ど

んな性質のお金か？」という

視点で分類しています。 

 

歳 出 
248.8 億円 

自治会や各種団体

等に交付される 

補助金や講師謝礼、

保険料、負担金など

に使う費用 

道路や公共施設の建設

など投資的な目的で使

う費用 

一般会計から特別会計に

繰出す費用 

議員や委員の報酬、職員の

給与や諸手当に使われる費

用 

道路、公共施設などを維持管

理するために使う費用 
消費的性格を持つ（旅費、需用費

など）市の経費に使う費用 

市の借金の返済に

使う費用 

生活保護や 

児童手当など 

各種扶助に 

使われる費用 
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 一般会計には、それぞれの目的に応じた 1６の基金があります。 

 主なものは、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ.貯金（基金）は、いくら

あるの？ 何に使うの？ 

Ａ.市の貯金は基金といい、主なものは下記のとおりです。

基金は、基本的に特定の目的のために積み立てており、

その目的のために使用します。 

 

財政調整基金 

年度間の財源の不均衡を調整するための

基金です。財源に余裕がある年度に積み立

て、財源不足が生じる年度に備えます。 

 Ｒ４年度は、持続可能な財政運営を目指

し、適切な市民サービスを提供するため、

13.2 億円の取り崩しを予定しています。 

（R４年度末残高見込み）約 28 億３千万円 

公共施設整備基金 

公共施設の建設及び改修に要する費用に

充てるための基金です。R４年度は、浜名湖

西岸土地区画整理事業のほか、消防や中学校

の施設整備などに３億円の取り崩しを予定

しています。 

 

（R４年度末残高見込み）約 28 億 3 千万円 

交通遺児等福祉事業基金 

交通事故の防止対策等に要する経費に充て

るための基金です。R４年度は、鷲津踏切道

路改良等のために、623 万円の取り崩しを予

定しています。 

 

（R４年度末残高見込み）約 3,968 万円 

新型コロナウイルスこさい（５３１）助

け合い基金 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に

伴い R2 年度に新設した基金で、新型コロ

ナウイルス感染症への対策にかかる費用に

充てるための基金です。R4 年度は経済対策

などのために、3,335 万円の取り崩しを予

定しています。 

 

（R４年度末残高見込み）約 4,235 万円 

その他の基金 

・減債基金 ・ふるさと応援基金 ・豊田佐吉翁記念奨学基金 ・地域福祉基金 

・青少年育成事業基金 ・文化の香るまちづくり基金 ・育英奨学基金 ・村田光雄奨学基金 

・環境基金 ・医学修学基金 ・森林環境基金 ・企業版ふるさと納税地方創生基金 
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Ｑ.借金（市債）は、いくら 

あるの？ 

なんで借金するの？ 

Ａ.借金の残高の推移は下記のとおりです。公共施設の建

設など、一度に多額の費用がかかるときに借金をし、

分割して返済することで経費を平準化し、恩恵を受け

る将来の市民の皆さんにも負担していただきます。 

 

借金をすると返済の必要が出てきます。 

借りるお金と返済のお金のバランスを考え、将来

の負担が大きくなりすぎないように、適正な管理

をする必要があります。 

大事なことね！ 

R４年度は、ごみ焼却施設の再稼働事業

を筆頭に、大倉戸茶屋松線などの道路

整備、公営住宅解体、中学校長寿命化

などのために、借り入れを予定してい

ます。 

公共施設などは今の世代の

人だけでなく、将来の世代の

人も利用するため、負担して

いただくという考えです。 

市債は借金だ

から、将来の負

担が増え過ぎ

ないように調

整しているん

だよ。 
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              マイナス              イコール  

             －            ＝ 

 

 

 

 

１世帯年収 

706 万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ.家計簿に例えると 

どうなるの？ 

Ａ.市の財政を給与 400 万円（年間）の家計に例えると、 

次のようになります。 

 

 

・基本給、手当（市税、交付金など）     400万円   ・ 食費（人件費）             146 万円 

・パート収入（使用料・手数料）      190 万円   ・家族の医療費（扶助費）         135 万円 

・親からの援助（国・県支出金）       45 万円   ・光熱水費、日用品代（物件費）      125万円 

・繰越金（昨年度残高の繰越金）       71 万円   ・教育費など（補助金・貸付金）      112万円 

・貯金の取り崩し（基金からの取り崩し）   16 万円   ・車などの修理代（維持補修費）       20万円 

・借金（市債）               56 万円   ・家の増改築等（投資的経費）       152 万円 

   合   計             778 万円   ・子への仕送り（他会計への繰出金）     34万円 

                            ・ローンの返済（公債費）          54万円 

                           合   計             778 万円 

 収 入 支 出 

 

 

 

給与 400万円 

給与以外の収入 

306万円 

必要経費総額 

778 万円 

 

 

 

 

 

 

食費・医療費281万円 

家の増改築等 152万円 

光熱水費等  257万円 

子への仕送り  34万円 

不足分 

72 万円 

 貯金の取り崩し 

16万円 

 

借 金 

56万円 

不足するお金は、

貯金の取り崩しと

借金で賄います。 

ローンの返済  54万円 

給与やパー

ト収入だけ

じゃ足りな

いのね？ 

生活費（支出）が増え

る傾向にあるから、食

費や光熱費を節約し

ても貯金の取り崩し

や借金が必要なんだ。 
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令和４年１月に市制 50 周年を迎え、継続的かつ更なる持続可能な未来に

つながる記念事業を行います。 

また、50 周年を契機として、「佐吉の郷・スタートアップ支援事業」による創

業支援や「地域おこし協力隊」によるご当地グルメプロジェクト（地場産品のブ

ランド化）、地域イベントの PR など、市の魅力を創造・発信し、地域活性化を

図ります。 

 

 

 

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援により、子どもを安

心して生み、子育てできる環境づくりを推進します。具体的には、①ワ

ンストップ相談窓口機能の充実、②マタニティタクシー利用の助成制度

を新設、③LINE を活用した子育てに役立つ情報のプッシュ型配信、④

保育料の引き下げや多子世帯への減免の年齢拡大、⑤放課後児童ク

ラブの増設、などを行います。 

 

 

 

湖西市版ゼロカーボンシティの実現のた

め、省エネルギー化に向けた診断・分析を

行う中小企業への支援や再生可能エネルギ

ーの普及促進、行政におけるゼロカーボン

化を推進し、CO₂排出量の削減を図ります。 

   

 

 

モノづくりのまち・湖西市の産業を持続的に発展させていく

ため、指針となるモノづくり産業振興計画（仮称）を策定しま

す。同時に、事業承継や人手不足のほか、カーボンニュートラ

ルや EV 化など、一企業のみでは解決困難な課題に対して、

商工会、職業訓練センター、行政、関係団体などが連携して体

系的に支援を行ったり、企業間のマッチングなどを行う「モノづ

くり産業ネットワーク」の構築を進めていきます。 

 

 

 

 

 

「職住近接」に向け、土地の利活用を一体的に推進します。具体的に

は、①「浜松湖西豊橋道路」で市内に計画されるインターチェンジ付近の

開発の検討、②新たな工業用地などのニーズに対応するため、開発可能

性調査の実施、③民間宅地開発を促進するため、土地提供者及び事業

者への奨励金制度の継続、などを行います。 

   

 

市制 50周年記念事業 （戦略③・④）              3,859 万円 

子育て支援の拡充 （戦略②）                1 億 6,843 万円 

ゼロカーボンシティの実現に向けて （横断的施策①）     2,138 万円 

モノづくり人材育成・産業ネットワークの構築 （戦略③）     517 万円 

土地利活用の一体的推進 （戦略③）                 6,674 万円 

 湖西市モノづくり産業ネットワーク（イメージ） 

 Ｑ. 令和４年度予算の 

主な事業・ポイントは？ 

-11-



 

戦 略 ① 安 全 ・安 心 、医 療 、福 祉                  

 
項目 主な内容 予算額 所管 

1 
新型コロナウイル
ス対策 

地域外来・検査センターでのＰＣＲ検査やワクチン
接種の実施、及び自宅療養者等に対する食料品等
の支援を行います。 

また、保育所等の感染症防止対策や中小企業に
対する利子補給を引き続き行います。 

4 億 125 万円 
健康増進課 
幼児教育課 
産業振興課 

2 津波防災対策 

津波への対策として、海釣公園防潮堤の整備及
び津波防災地域づくり推進計画の策定を進めます。 

また、高師山津波避難タワーの完成により、津波
避難施設空白区域が解消されたことに伴い、ハザー
ドマップを更新します。 

6,208 万円 危機管理課 

3 
BaaS 事業とデマ
ンド型乗合タクシ
ー 

市内企業が運行するシャトルバスに市民も乗車す
る「湖西市 BaaS 事業」について、令和 3 年度に導入
した LINE を活用した予約システムに加え、音声自動
認識による電話予約サービスを導入するなど機能を
拡充します。 

また、デマンド型乗合タクシー（コーちゃんタクシ
ー）の運行地域を拡大します。 

2,402 万円 産業振興課 

4 
環境センターの
再稼働とアメニテ
ィプラザ余熱利用 

ごみ焼却施設の再稼働工事とリサイクルプラザの
長寿命化工事を行います。 

また、再稼働工事に併せて、ごみ焼却の余熱を、
隣接するアメニティプラザの温水プール等に利用で
きるようにします。 

33億 6,989万円 
廃棄物 
対策課 

5 畜産臭気対策 
すべての畜産事業者において、悪臭の発生源を

調査し、その結果をもとに、改善策の実施につなげ
ていきます。 

1,323 万円 
環境課 

産業振興課 

6 
（仮称）消防防災
センターの建設
に向けて 

消防本部の庁舎の老朽化が進んでいるため、新
たに（仮称）消防防災センターの建設を進めていきま
す。併せて、防災機能の充実強化を図るため、防災
センター機能等と複合化します。 

7,065 万円 消防総務課 

 
 

戦 略 ② 結 婚 、出 産 、子 育 て、教 育                

 
項目 主な内容 予算額 所管 

1 
ワンストップ相談 
窓口機能の充実 

子ども家庭課内に「子ども家庭総合支援拠点」とし
ての機能を持たせ、「育ちの応援ステーション」とし
て、子どもの育ちに関する様々な相談に対応する
「ワンストップ相談窓口」を充実させます。 

― 
子ども 
家庭課 

2 
マタニティタクシ
ーの導入 

妊婦が健診や分娩のため、医療機関への交通手
段としてタクシーを利用した費用の一部を助成する
制度（マタニティタクシー）を新設します。 

9 万円 
子ども 
家庭課 

3 
子育て関連情報
のプッシュ型配信 

スマホなどで健診や子育て教室の日時など、子育
てに役立つ情報を受け取れるよう、LINE による情報
発信を行います。 

― 
子ども 
家庭課 
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項目 主な内容 予算額 所管 

4 
保育料の引き下
げ 

保育料を引き下げるとともに、多子世帯への減免
の年齢拡大を行います。 

952 万円 幼児教育課 

5 
放課後児童クラ
ブの増設 

岡崎小学校区において、令和 5 年度に、放課後児
童クラブを 2 単位増設するための工事を行います。 

また、新居小学校区においては、令和 6 年度に放
課後児童クラブ 2 単位の増設に向け、順次進めてい
きます。 

1 億 5,882 万円 教育総務課 

6 

パートナーシッ
プ・ファミリーシッ
プ宣誓制度の導
入 

性の多様性に寄り添った取組の推進として、パー
トナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度を開始しま
す。 

― 市民課 

7 
給食センターの
整備に向けて 

安全・安心でおいしい給食を安定的に提供できる
給食センター整備のため、事業者の公募や候補地
の地質調査・測量を行います。 

3,960 万円 教育総務課 

8 
教育施設の環境
整備 

児童・生徒が安全・安心で快適な教育環境で学習
できるよう、岡崎中学校天井落下対策や鷲津中学校
長寿命化、新居小学校トイレ洋式化などを順次進め
ていきます。 

6,370 万円 教育総務課 

 
 

戦 略 ③ 産 業                              

 
項目 主な内容 予算額 所管 

1 
モノづくり人材育
成・産業ネットワ
ークの構築 

モノづくりのまち・湖西市の産業を持続的に発展さ
せていくため、指針となるモノづくり産業振興計画
（仮称）を策定します。同時に、事業承継や人手不足
のほか、カーボンニュートラルや EV 化など、一企業
のみでは解決困難な課題に対して、商工会、職業訓
練センター、行政、関係団体などが連携して体系的
に支援を行ったり、企業間のマッチングなどを行う
「モノづくり産業ネットワーク」の構築を進めていきま
す。 

517 万円 産業振興課 

2 
佐吉の郷・スター
トアップ支援事業 

豊田佐吉翁のふるさととして、創業支援を拡充し
ます。具体的には、空き店舗等を活用した創業支援
に加え、創業・新事業のためのクラウドファンディン
グに係る利用手数料の一部を補助する制度を新た
に開始します。 

732 万円 産業振興課 

3 
土地利活用の一
体的推進 

「職住近接」に向け、土地の利活用を一体的に推
進します。具体的には、①「浜松湖西豊橋道路」で市
内に計画されるインターチェンジ付近の開発の検
討、②新たな工業用地などのニーズに対応するた
め、開発可能性調査の実施③民間宅地開発を促進
するため、土地提供者及び事業者への奨励金制度
の継続、などを行います。 

6,674 万円 都市計画課 

4 

浜名湖西岸土地
区画整理事業及
び大倉戸茶屋松
線整備の推進 

雇用の創出や産業の振興のため、新たな工業団
地を造成し、そのアクセス道路となる大倉戸茶屋松
線の整備を進めます。 

5 億 7,963 万円 
都市計画課 
土木課 
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戦 略 ④ 交 流                              

 
項目 主な内容 予算額 所管 

1 
市制 50 周年記念
事業 

令和４年１月に市制 50 周年を迎え、継続的かつ
更なる持続可能な未来につながる記念事業を行い
ます。 

2,770 万円 企画政策課 

2 
新居弁天地域利
活用事業 

新居弁天公園を年間通じて更なる賑わいが生ま
れる地域とし、市の観光ブランド力を強化するため、
公募により選定された事業者と連携し、利活用を進
めていきます。 

― 文化観光課 

3 
新居地域センタ
ーのリニューアル 

文化芸術、社会教育、自治活動等の振興を図る
ため、バリアフリー化を含め利用しやすい施設となる
よう改修を進めます。 

2,514 万円 新居支所 

4 
地域おこし協力
隊の活用 

市制 50 周年を契機として、ご当地グルメプロジェ
クト（地場産品のブランド化）や地域イベントの PR な
ど、市の魅力創造・発信による地域活性化を図るた
め、「地域おこし協力隊」を活用します。 

357 万円 企画政策課 

5 
みらいのこさい提
案制度の拡充 

持続可能なまちづくりのため、地元の市民・企業と
行政が連携して、地域課題の解決に向けた取り組
みを強化します。 

50 万円 企画政策課 

 
 

横 断 的 施策 ① ゼロカーボンシティの実 現 に向 けて          
 

環境と経済の好循環による持続可能なまちづくりと「職住近接」を実現するため、湖西市版ゼロカーボンシティ

を目指します。 
 

項目 主な内容 予算額 所管 

1 
省エネルギー化に
向けた中小企業支
援 

中小企業者等の省エネルギー化推進のため、省
エネルギー診断・分析に要した費用を助成する制度
を新設するとともに、さらなる支援策の拡充を検討し
ていきます。 

32 万円 環境課 

2 地球温暖化対策 

環境と産業の持続可能な未来を実現するため、
地球温暖化対策実行計画（区域施策編）を策定しま
す。 

また、CO₂削減のため、環境教育（アースキッズ）
や緑化のための事業などを行います。 

1,145 万円 環境課 

3 
環境にやさしいエ
ネルギーの普及 

 家庭用蓄電池、家庭用コージェネレーションシステ
ム、低公害車（電気自動車など）に加え、V2H（電気
自動車に蓄えた電気を家庭で利用するシステム）の
導入者に対する助成を新設し、CO₂排出量の削減を
図ります。 

500 万円 環境課 

4 
行政におけるゼロ
カーボン化の推進 

 既存の公共施設、及び今後新設する公共施設に
おいて、再生可能エネルギー設備の導入を積極的
に検討します。 
 また、公用車への電気自動車の導入、及び新居図
書館や勤労者体育センターなどの公共施設で、既存
の照明を LED 化し、省エネルギー化に取り組みま
す。 

461 万円 
環境課 

資産経営課 

合 計 2,138 万円  
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横 断 的 施策 ② ＤＸの推 進                     

 

デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進により、今後の社会変革への対応や人口減少対策、産業の活

性化などの地域課題の解決を図り、「職住近接」の実現と持続可能なまちづくりを目指します。 
 

項目 主な内容 予算額 所管 

1 
GIGA スクール構
想の推進 

1 人 1 台のタブレット端末を活用し、新しい生活様
式に対応した授業を目指すとともに、学校・家庭での
活用環境の整備を行います。 

6,499 万円 教育総務課 

2 
学校・保護者間
における連絡用
アプリの導入 

保護者がいつでもどこでもスマホなどで学校から
のお知らせを受け取ったり、学校へ欠席の連絡をし
たりできるよう、連絡用アプリを導入します。 

121 万円 教育総務課 

3 
電子書籍の貸し
出し 

スマホやパソコンで電子書籍を借りて読むことが
できるサービスを導入します。 

1,097 万円 図書館 

4 

シティプロモーシ
ョン等におけるデ
ジタル技術の活
用 

デジタルコンテンツ（ウェブページ、動画など）を強
化し、デジタル広告等によりコンテンツへの誘導を図
ることで、市内外における市のイメージ向上や、市外
における認知度の向上を図り、移住定住促進、観光
交流客数増加、市民の愛着の醸成などにつなげて
いきます。 

180 万円 秘書広報課 

5 
行政手続きのオ
ンライン化推進 

いつでも、どこからでも行政手続ができるよう、マ
イナンバーカードによる本人確認に対応した電子申
請システムを導入することで、行政手続のオンライン
化を推進します。 

214 万円 DX 推進課 

6 
地図情報のイン
ターネット公開 

湖西市への移住・定住を考える人や事業者が必
要な情報を入手できるよう、都市計画や道路など、
市で保有する地図情報をインターネット上で公開しま
す。 

337 万円 
DX 

推進課 

7 
キャッシュレス決
済の推進 

各種証明書等の支払いや市税、国民健康保険
税、市営住宅使用料、上下水道使用料について、ス
マホアプリで読み込んで納付するキャッシュレス決
済に加え、令和 4 年度から、上下水道使用料につい
て、クレジットカードによる納付もできるようにします。 

224 万円 
税務課 
水道課 
市民課 

8 
デジタルデバイド 
対策の充実 

高齢者などを対象としたスマホ教室や出前講座な
どを実施し、誰一人取り残さない人に優しいデジタル
化を目指します。 

14 万円 DX 推進課 

9 BaaS 事業 

市内企業が運行するシャトルバスに市民も乗車す
る「湖西市 BaaS 事業」について、令和 3 年度に導入
した LINE を活用した予約システムに加え、音声自動
認識による電話予約サービスを導入するなど機能を
拡充します。 

1,200 万円 産業振興課 

10 
AI・RPAの利用促
進 

音声認識技術による議事録等の作成や、紙資料
をデータ化する文字認識技術を導入し、業務のＲＰＡ
化を一層促進することで、作業時間の短縮やミスの
防止に努め、業務改善を図ります。 

392 万円 DX 推進課 

11 
その他のDX推進
事業 

公共施設における Wi-Fi の導入や市役所内のペ
ーパーレス化推進など、市民の利便性向上と行政
事務の効率化に向け、ICT 等のデジタル技術を最大
限に導入、活用していきます。 

2,385 万円 DX 推進課 

合 計 1 億 2,663 万円  
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用 語 解 説 

 

用   語 説     明 

い 一般会計 市税、国や県から補助金・交付金、手数料などの収入や、市の行う仕事

に必要な支出といったお金の処理をまとめて行うために設けられた 

会計で、市のお金の流れの中心となっています。 

き 基金 特定の目的のために積み立てた資金や維持する財産、または定額の資金

を運用するために設ける資金や財産のことです。 

財政調整基金、減債基金などがあります。 

寄附金 民法上の贈与で、金銭に限られるものです。 

使途が特定されない「一般寄附金」と、使途を限定した「指定寄附金」

があります。 

く 繰入金 一般会計、特別会計および基金の間で、相互に資金運用をするものです。 

他の会計からその会計に資金が移される場合を「繰入」、その会計から

他の会計に資金を移す場合を「繰出」といいます。 

け 経常経費 毎年度持続して経常的に支出される経費で、地方公共団体が行政活動を

行うために必要な一種の固定的経費のことです。 

県支出金  県が市に対して支出するものです。 

県自らの施策として単独で交付するものと、国庫支出金を県が経費の 

全部または一部として交付するものがあります。 

こ 国庫支出金 国と市が共同で事業を行う場合、あらかじめ経費の負担割合を定めます

が、それに基づいて、国が市に対して支出するものです。 

負担金、委託費、特定の施策の奨励、財政援助のための補助金などが  

あります。 

さ 歳入 ４月１日から翌年３月３１日の１年間を「会計年度」と呼びますが、  

この会計年度におけるすべての収入のことです。 

歳出 ４月１日から翌年３月３１日の１年間を「会計年度」と呼びますが、  

この会計年度におけるすべての支出のことです。 

し 市債 学校や道路などを建設する場合のように、長期間にわたって利用する 

ことができ、多額の経費が必要なものの財源に充てるため、地方自治体

が、政府・地方公共団体金融機構・銀行などから調達する長期的な借入

金を「地方債」といいます。この「地方債」のうち、市が調達する資金

が「市債」です。 

市債を起こすことを「起債」といいます。 

市税 市民の皆さんや市内に事務所などを持つ法人などに納めていただく 

市の税金です。 

使用料及び手数料 使用料とは、市が特定の人たちのために何らかの便益を与えることに 

よりその人たちの受益に対して実質負担的な意味で徴収するものです。 

手数料とは、市が特定の者のためにする役務に対しその費用を補うため

に、役務の提供を受けるものから徴収するものです。 

体育館の使用料や、住民票の写しの交付手数料などが該当します。 

ち 地方交付税 全国どの市町村に住んでも一定水準の行政サービスが受けられるよう、

所得税、法人税、酒税、消費税、たばこ税といった国税の一定割合を  

財源として、国が一定基準により市に交付するものです。 

地方消費税交付金 地方消費税の一部を財源として、県が人口と従業者数で按分し、市に 

対して交付するものです。 
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